































対象は,実 験内容に同意 の得 られた健常成人女性1名 とし
た.課 題動作 は椅子か らの立ち上が り動作 とし,椅 子の高 さ
は40cmとした.立 ち上がる際の股関節や体幹は規定せず,自
由に課題動作 をさせた.な お,胸 の前で両手を保持 させた.
本研究は,体 幹(頭 部 ・上肢を含む.以 下HAT)・大腿 ・下
腿 ・足部のセグメン トによって成 り立つモデル を使用 した.
なお,腸 腰筋 ・広筋群 ・大腿直筋 ・大殿筋 ・大腿二頭筋短頭 ・
ハムス トリングスの6筋 をモデル化 した.膝 関節前方剪 断力
の算出には筋張力が必要であ り,機能別実効筋を用いて筋張
力を推 定 した.
動作計測には,三 次元動 作解析装置(VICON MX:Oxford
Metrics Inc.)11台,床反力計(OR6-6-6 2000:AMTI)6台
を用いた.ま た,反 射マーカーを第5中 骨頭 ・外果 ・外側上
穎 ・左右上前腸骨棘 ・左右上後腸骨棘の中点 ・右肩峰の7箇
所に貼付 した.
統計処理 として,股 関節屈曲角度の最大値 と膝 関節前方剪
断力の最大値 との関係をピア ソンの相関係数 にて算出 した.
解析データは25ト ライアル とした.な お,SCILAB-5.5.0お
よびR-3.1.1を用いてすべての解析処理を行 った.
【結果】
立ち上がり動作における股関節屈曲角度の最大値と膝関節
前方剪断力の最大値 との問に,強い負の相関関係(r=-0.83)
を認めた.
図1立 ち上がり動作における股関節屈曲角度の最大値と膝
関節前方剪断力の最大値との相関係数の結果を示す.強い負
の相関関係(r=-0.83)を認めた.
【考察】
本研究の結果より,立ち上がり動作時の股関節屈曲角度が
大きいほど,膝関節前方剪断力が軽減することが明らかにな
った.股関節屈曲角度の増加に伴ってHATの質量中心点が前
方に移動し.立ち上がり動作時に必要な膝関節伸展筋力が低
下したと予測される.そして,膝関節伸展筋力の低下が膝関
節前方剪断力の低下に関与したと考えられる.
臨床応用として,「股関節の屈曲角度を大きく,体幹を前方
に倒 して立ち上がる」ように動作を指導することで,膝関節
前方剪断力を抑えた立ち上がり動作を提供できる可能性があ
る.
【結論】
立ち上がり動作において,股関節の屈曲角度が大きいほど
膝関節前方剪断力は軽減することが明らかになった.ACL再
建術後に対する立ち上がり動作の指導において,本研究の知
見を応用できる可能性がある.
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